
は
じ
め
に

昨
年
十
二
月
の
第
百
五
十
三
回
国
会
に

お
い
て
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
月
十
二

日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
法
律
は
、
平
成
十
二
年
の
「
子
ど
も

読
書
年
」
を
契
機
と
し
た
取
組
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
検
討
が
進
め
ら
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も

が
自
主
的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
岡
山
県
内
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
、

学
校
図
書
館
、
地
域
の
公
共
図
書
館
を
中

心
に
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
子

ど
も
読
書
年
」
を
契
機
に
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
に
関
わ
る
方
々
の
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
法
律
で
定
め
ら
れ
た
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
趣
旨

に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
（
表
１
）
が
、
県
内

各
地
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進
に
向
け
た
気
運
の
一
層
の

高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
県
の
中
期

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）

で
あ
る
「
新
世
紀
お
か
や
ま
夢
づ
く
り
プ

ラ
ン
」
に
お
い
て
も
、「
心
の
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
」
を
目
指
し
た
重
点
施
策
・

事
業
と
し
て
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を
目
的

と
し
た
県
独
自
の
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
新
し
く
建
設
さ
れ
る
県
立
図
書
館

を
核
と
し
て
、
学
校
や
公
共
図
書
館
、
民

間
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
の
状
況

生
涯
学
習
課
が
今
年
一
月
に
県
内
全
市

町
村
を
対
象
に
行
っ
た
「
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
に
関
す
る
調
査
」
か
ら
は
、
次

の
よ
う
な
現
状
が
分
か
り
ま
す
。

○
図
書
館
と
他
の
機
関
・
団
体
と
の
連
携

・
協
力
体
制
（
表
２
）

「
連
携
・
協
力
を
行
っ
て
い
る
」
と
回

答
し
た
市
町
村
は
四
十
七
あ
り
、
平
成
十

一
年
度
の
三
十
四
と
比
べ
か
な
り
連
携
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
連
携
・
協
力
先
に
つ
い
て
は
、

学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
が
三
十
六
と
い

ち
ば
ん
多
く
、
次
い
で
文
庫
等
民
間
団
体

の
三
十
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
読
書
推
進
に
か
か
わ
っ
て
い

る
民
間
団
体

家
庭
及
び
地
域
文
庫
、
母
子
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
県
全
体
で
八
十
三
の
グ
ル
ー
プ
・

団
体
が
、
図
書
館
や
公
民
館
図
書
室
等
を

拠
点
と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
や
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
、
紙
芝
居
、
絵
本
の
研
究
等

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
事
例
を
一
つ
挙
げ
る
項
目
で

は
、
全
体
で
五
十
の
事
例
中
、
二
十
九
が

文
庫
等
民
間
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
平
成
十
一
年
度
の
事
例
で
は
、

全
体
の
四
分
の
三
が
学
校
や
幼
稚
園
と
の

連
携
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
年
間

で
、
民
間
団
体
の
活
動
が
広
が
る
と
と
も

に
、
図
書
館
や
公
民
館
等
と
民
間
団
体
と

の
新
た
な
連
携
体
制
づ
く
り
が
進
ん
だ
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度

は
、
学
校
等
へ
の
団
体
貸
出
が
中
心
で
し

た
が
、
民
間
団
体
と
の
連
携
が
進
む
中
で
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
内
容
豊
か
な

行
事
、
出
前
文
庫
な
ど
、
活
動
内
容
の
充

実
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

○
図
書
館
の
今
後
の
取
組
（
表
３
）

図
書
館
の
今
後
の
取
組
の
方
向
性
と
し

て
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
十
五
の
市
町
村

か
ら
回
答
の
あ
っ
た
「
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
と
の
連
携
」
と
「
本
に
親
し
む
機
会

の
充
実
」、
次
い
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
の
協
力
」「
図
書
、
資
料
の
充
実
」

で
し
た
。
特
に
図
書
館
の
あ
る
市
町
村
か

ら
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
支
援
」

が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
最
も
数
多
く
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
図
書
館
や
公
民
館
等
が

中
心
と
な
り
、
い
か
に
学
校
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
、

子
ど
も
の
読
書
を
支
援
す
る
体
制
整
備
を

図
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

岡
山
県
に
お
け
る
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

（１） 岡山県図書館協会報 ＩＳＳＮ ０９１５－７６０３

No. 88No. 88



子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
向
け
た

今
後
の
取
組
の
方
向
性

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
県
立
図
書
館
の
整
備
・
充
実

平
成
十
六
年
に
開
館
す
る
新
県
立
図
書

館
で
は
、
市
町
村
立
図
書
館
の
児
童
サ
ー

ビ
ス
の
発
展
の
た
め
、
児
童
資
料
部
門
を

新
設
し
、
児
童
書
等
に
関
す
る
情
報
の
収

集
、
伝
達
、
調
査
、
研
究
な
ど
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
資
料
の
収
集
・

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
開
館
に
向
け
、

協
力
用
（
配
本
用
）
図
書
の
計
画
的
な
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
心
の
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
に
向
け
た

施
策先

述
の
「
新
世
紀
お
か
や
ま
夢
づ
く
り

プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、
心
の
豊
か
な
青
少

年
の
育
成
に
向
け
、
乳
幼
児
健
診
時
に
優

良
図
書
配
付
等
を
行
う
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
の
全
県
的
な
展
開
に
向
け
た
普
及
・

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
で
の
「
朝

の
一
○
分
間
読
書
」
を
奨
励
し
、
読
書
習

慣
の
基
礎
を
養
う
な
ど
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
が
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

○
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
支
援
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

平
成
十
三
年
度
の
岡
山
県
図
書
館
職
員

（表１）「子ども読書の日」の趣旨にふさわしい事業として実施を予定している事業
場 所

岡山県総合文化センター
岡山市立中央図書館

〃
〃
〃

岡山市立幸町図書館
〃
〃

倉敷市立中央図書館
倉敷市立水島図書館
倉敷市立児島図書館
倉敷市立玉島図書館
津山市立図書館

〃
井原市立図書館
新見市立図書館
加茂川町教育委員会
赤坂町中央公民館
熊山町立図書館
邑久町立中央公民館
長船町中央公民館
灘崎町中央図書館
早島町立早島小学校
清音村立清音小学校
船穂町立図書館
金光町立金光吉備小学校
鴨方町立図書館
やかげ文化センター
美星町中央公民館
真備町立図書館
ロマン高原賀陽総合会館
湯原町公民館
中和村立中和小・中学校
奈義町立図書館
作東町立図書館
英田町公民館図書室
久米南町図書館
久米南町立神目小学校
久米南町立誕生寺小学校
久米町立図書館

期 日
４／２０～２７
４／２０
４／２４
４／２５
４／２７
４／２７
５／１０
５／１１

４／２３
４／２３
４／２３
４／２３

４／２７
５／８～５／２７
４／２３～５／３０
５／１１
４／１７
４／２０
５／１１
４／２４
４／２７
４／２１
４／２２～２６
４／２３
４／２５
４／２３
４／２１
４／３
５／１２
４／１９～２０
４／２７（２８）
４／２１
４／２３
４／２３～５／１２
４／２３～５／１２
７／２０～８／３１
４／２０～５／１４
４／２３～５／１０
４／２３
４／２０

子ども読書の日制定記念行事～ブラックライト紙芝居を見よう～
子ども読書の日制定記念行事～おはなし会～
子ども読書の日制定記念行事～おはなしひろばスペシャル～
子ども読書の日制定記念行事～小さな子のためのおはなし会～

取 組 名
世界お話めぐり－「子ども読書の日」－
こどもえいが会
えほんのじかん
かみしばいのじかん
にんぎょうげき
おたのしみ会
親子おたのしみ会
腹話術

作って あそんで おはなしいっぱい
しかけ絵本いっぱい
親から子へ読み継がれる本
子ども読書会
「子ども読書の日」ピーアール広報
絵本読み聞かせ会
おはなしたまてばこ
研修会「一日一読のこころを伝えよう」
わくわく図書室デー
講演会「絵本へのいざない」
本はとってもたのしいよ！
子ども読書の日
マットせんせいとえいごであそぼう
吉備っ子読書の日
紙芝居とおはなし会
おはなしたまてばこ・春
子ども図書館フェスティバル
親子で楽しむ読み聞かせの会
図書の読み聞かせの会
読書指導
全校一斉読書の日
奈義町立図書館
子ども読書週間事業
夏期休暇中土曜日・日曜日・祝日 図書館開放事業
おはなし会・しかけ絵本展・よみきかせ
１学期読書週間 朝読書タイム
読書集会
読み聞かせの会

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０

岡山県図書館協会報 （２）



��������������������������������������������������

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
っ
て
ど
ん
な
運

動
？
と
多
く
の
方
々
が
思
わ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
絵
本
を
普
及
す
る
運
動

で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
読
み
聞
か
せ
を
義

務
づ
け
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
は
ま
ず
ミ
ル
ク
が

必
要
な
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
ば
と

心
を
育
む
た
め
に
は
、
抱
っ
こ
の
暖
か
さ

の
中
で
優
し
く
語
り
か
け
て
も
ら
う
時
間

が
大
切
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
肌
の
温
も
り
を
感

じ
な
が
ら
こ
と
ば
と
心
を
通
わ
す
人
が
お

父
さ
ん
だ
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
だ
っ
た
り
、

そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
を

「
絵
本
」
を
介
し
て
持
つ
こ
と
を
応
援
す

る
運
動
で
す
。

去
る
二
月
七
日
（
木
）、
東
京
千
代
田

区
公
会
堂
で
、「
第
一
回
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
約
百
八

十
自
治
体
、
約
百
二
十
名
の
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
、
団
体
等
の
参
加
が
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
の
目
的
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と

っ
て
こ
と
ば
と
絵
本
が
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
、

こ
の
一
年
間
の
各
地
域
の
実
践
を
報
告
し
、

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
よ
り
深
く
知
り
、

運
動
が
将
来
に
向
け
て
さ
ら
に
発
展
し
て

行
く
た
め
に
行
わ
れ
た
。

午
前
の
部
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

の
絵
本
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て

岡
崎
義
子
氏（
高
槻
文
庫
連
絡
会
代
表
等
）、

正
高
信
男
氏
（
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所

助
教
授
）
を
お
迎
え
し
、
岡
崎
氏
か
ら
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
語
り
か
け
、
わ
ら
べ

う
た
の
実
践
、
現
場
か
ら
の
豊
富
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
く
。

ま
た
、
正
高
氏
は
、
子
ど
も
が
こ
と
ば

を
記
憶
す
る
、
学
習
す
る
た
め
に
は
親
た

ち
は
ど
ん
な
行
動
を
と
れ
ば
い
い
か
を
学

術
的
背
景
か
ら
述
べ
ら
れ
た
。

親
が
こ
の
本
は
と
て
も
つ
ま
ら
な
い
絵

本
だ
と
思
っ
て
も
子
ど
も
が
興
味
を
持
っ

た
絵
本
は
繰
り
返
し
読
ん
で
や
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
絵
本
の
嫌
い
な
子
ど
も
は

い
な
い
と
力
説
さ
れ
、
特
に
お
父
さ
ん
の

家
庭
内
で
接
す
る
時
間
、
家
庭
内
参
加
を

お
願
い
し
た
い
と
言
わ
れ
た
。

午
後
の
部
は
、
愛
知
県
幡
豆
町
立
図
書

館
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
、
北
海
道
恵
庭
市

立
図
書
館
か
ら
事
例
報
告
が
あ
り
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
取
り
組
み
の
苦
労
話

か
ら
効
果
、
今
後
の
課
題
等
の
発
表
が
あ

っ
た
。

最
後
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
今
ま

さ
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の

運
動
の
性
格
を
理
解
し
、
地
域
の
工
夫
や

情
報
交
換
さ
れ
る
こ
と
で
、
発
展
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
ま
え
だ

ゆ
う
こ：

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

等
研
修
会
で
は
、「
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
の
読
書
環
境
の
充
実
に
向
け
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
先
進
事
例
の
発
表
と
情
報
交
換

を
通
し
て
、
関
係
者
間
の
相
互
理
解
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
に
関
わ
る
方
々
が
一
堂
に
会
し

て
こ
れ
か
ら
の
連
携
・
協
力
の
在
り
方
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
の
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
県
立
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催
に
よ
る
人
材
育

成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
な
ど
、
協
力
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

子
ど
も
の
読
書
活
動
�
そ
れ

は
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る

力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
に
向
け
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（表３）地域全体での子どもの読書活動支援に向けた図書館（教育委員会所
管の読書施設）の今後の取組

全 体

�保育園、幼稚園、学
校等との連携（１５）

	本に親しむ機会の充
実 （１５）
読み聞かせ、読書
指導など主催事業
の充実


ボランティア団体等
との協力 （１１）
地域のネットワー
クづくり

�図書、資料の充実
（８）

�広報紙、イベントの
開催等によるＰＲ

（８）

ボランティアの養成、
支援 （６）

未設置市町村

・本に親しむ機会の充実
（８）

読み聞かせ会、読書指導
など主催講座の充実

・保育園、幼稚園、学校等と
の連携 （６）
・広報紙、イベント開催等に
よりＰＲ （５）
・利用しやすい環境づくり

（５）
開館日・開館時間の再検
討、施設の充実

・図書、資料の充実 （４）
・ボランティア団体との協力

（３）
・ボランティアの養成（２）
・中央館と地区館の連携

（２）
・子育て支援事業との連携

（１）
・地域のとの連携 （１）
・親への読書指導 （１）
・リクエストへの対応（１）
・学校図書館の開放 （１）

図書館設置市町村

・保育園、幼稚園、学校等と
の連携 （９）

・本に親しむ機会の充実
（７）

読み聞かせ会、読書指導
など主催講座の充実

・ボランティア団体との協力
（８）

地域全体で考えていく体
制づくり

・ボランティアの養成、支援
（４）

・図書、資料の充実 （４）
・広報紙、イベント開催等に
よるＰＲ （３）

・地域全体で考えていく体制
づくり （３）

・巡回文庫の充実 （２）
・利用しやすい環境づくり

（２）
・出前講座の充実 （２）
・親への読書指導 （１）
・司書の資質の向上 （１）
・休館日の開放 （１）
・ブックスタート事業（１）

第
一
回

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

全
国
大
会
に
参
加
し
て

前
田

祐
子

（表２）図書館（教育委員会所管の読書施設）と他の機関・団体との連携・協力体制

全 体

（回答７５／７７）
４７

（６３％）
１６

（２１％）
１２

（１６％）
連携・協力先（複数回答）

全 体
３６
３１
６

※その他は、母子クラブ、幼児クラブ、児童クラブ、大学・高校等

未設置市町村

（回答３８／４０）
１３
（３４）
１４
（３７）
１１
（２９）

未設置市町村
８
９
０

公共図書館
設置市町村
（回答３７／３７）

３４
（９２）
２
（５）
１
（３）

設置市町村
２８
２２
６

連携・協力を
行っている
行ってないが必要
性は感じている

行っていない

学校、保育園・幼稚園
民 間 団 体
そ の 他

（３） 岡山県図書館協会報
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「
由
加
山
の
本
が
あ
り
ま
す
か
」

あ
る
中
学
校
の
一
年
生
の
う
ち
百
人
く

ら
い
が
、「
由
加
山
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ

ー
ト
を
書
く
べ
く
参
考
資
料
を
求
め
て
、

図
書
館
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。「
由
加
神

社
」「
狛
犬
」「
お
さ
い
せ
ん
」
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
資
料
を

探
し
ま
す
。
郷
土
資
料
や
、
民
族
学
・
宗

教
・
百
科
事
典
な
ど
の
棚
へ
案
内
し
、
書

庫
か
ら
も
関
連
本
を
持
っ
て
来
る
と
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
〜
す
」
と
、
元
気
の

良
い
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。
中
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
検
索
す
る

生
徒
も
い
て
、
図
書
館
の
中
は
や
ん
や
や

ん
や
の
大
盛
況
。
そ
の
後
、
こ
の
中
学
校

で
は
「
由
加
山
レ
ポ
ー
ト
」
の
学
年
発
表

会
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

今
春
か
ら
す
べ
て
の
小
中
学
校
、
来
春

か
ら
は
高
校
で
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
総
合
学

習
）」
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

試
行
的
に
行
っ
て
い
る
学
校
も
多
い
よ
う

で
、
図
書
館
を
利
用
し
て
く
れ
る
姿
が
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
子
ど
も
達
は
毎
年
同

じ
よ
う
な
テ
ー
マ
を
持
っ
て
図
書
館
に
や

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
倉
敷
市
の
四
つ
の
図
書
館
と
ラ
イ
フ

パ
ー
ク
図
書
室
の
子
ど
も
室
担
当
者
は
、

年
三
回
の
司
書
会
の
中
で
、
資
料
の
比
較

検
討
の
時
間
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
図
書
館
で
よ
く
聞
か
れ
る
テ

ー
マ
を
毎
回
一
つ
選
ん
で
、
各
館
ご
と
に

二
十
冊
程
度
の
本
に
つ
い
て
「
書
名
・
著

者
名
・
出
版
社
・
発
行
年
・
分
類
・
内
容

・
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
」
を
一
覧
表
に
し

た
も
の
を
持
ち
寄
り
、
内
容
を
比
較
し
あ

う
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
子
ど
も
向

け
百
科
事
典
、
地
雷
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

め
ざ
す
本
な
ど
十
一
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
今
ま
で
は
書
名
だ
け

で
選
ん
で
い
た
り
、
ざ
っ
と
見
た
だ
け
だ

っ
た
資
料
を
何
冊
も
比
べ
て
み
る
こ
と
で
、

こ
ち
ら
の
方
が
詳
し
い
と
か
、
図
や
表
が

わ
か
り
や
す
い
と
か
、
具
体
的
に
書
か
れ

て
い
る
と
い
っ
た
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い
本

を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

児
島
図
書
館
に
は
、
学
校
司
書
の
方
も

よ
く
来
ら
れ
ま
す
。
調
べ
学
習
の
本
を
集

め
る
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
子
ど
も
達
か

ら
の
質
問
の
答
え
を
一
緒
に
探
し
た
り
し

て
、
日
常
業
務
の
中
で
の
や
り
と
り
は
あ

る
の
で
す
が
、
用
意
し
た
本
へ
の
子
ど
も

達
の
反
応
や
、
ど
ん
な
本
が
役
に
立
っ
た

か
等
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
学
習
目
標
や

子
ど
も
達
の
状
況
を
知
る
機
会
を
持
て
た

ら
な
あ
と
、
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。
調
べ

学
習
や
総
合
学
習
の
時
間
が
ま
す
ま
す
増

え
る
こ
れ
か
ら
は
、
学
校
司
書
の
方
と
一

緒
に
研
修
し
た
り
、
意
見
を
交
換
し
た
り

す
る
よ
う
な
場
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
児
島
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
小
学

校
の
三
年
生
が
、
毎
年
四
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
図
書
館
見
学
に
来
て
く
れ
ま
す
。

図
書
館
全
般
の
説
明
を
し
た
後
、
ク
ラ
ス

ご
と
に
館
内
を
案
内
し
て
歩
き
、
そ
の
後

一
人
数
冊
ず
つ
本
を
借
り
て
帰
り
ま
す
。

こ
の
時
、
書
庫
で
「
昭
和
四
十
八
年
の
開

館
当
時
か
ら
の
読
売
新
聞
を
、
全
部
保
管

し
て
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
の
生
ま
れ
た
日

の
新
聞
も
あ
る
よ
」
と
現
物
を
見
せ
な
が

ら
言
う
と
、
必
ず
「
へ
え
〜
っ
」
と
驚
き

の
声
が
あ
が
り
ま
す
。
そ
し
て
数
年
後
、

中
学
生
に
な
っ
た
彼
ら
が
、
夏
休
み
に
、

自
分
の
年
表
を
つ
く
る
と
い
う
宿
題
で
図

書
館
に
や
っ
て
来
て
、
書
庫
か
ら
大
量
の

新
聞
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
図

書
館
見
学
時
に
ま
い
た
種
が
、
数
年
後
に

芽
を
出
し
た
よ
う
で
、
と
て
も
う
れ
し
い

出
来
事
で
し
た
。
見
学
時
に
、「
図
書
館

っ
て
楽
し
い
所
な
ん
だ
」
と
か
「
い
ろ
ん

な
資
料
が
あ
っ
て
、
知
り
た
い
こ
と
は
何

を
聞
い
て
も
い
い
ん
だ
な
」
と
思
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
図
書
館
は
《
気
軽
に
利
用
で

き
る
身
近
な
存
在
》
に
な
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
皆
さ
ん
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
す
。

昔
話
の
絵
本
（
？
）
で
、「
た
ん
す
の
四

つ
の
ひ
き
だ
し
を
あ
け
た
ら
、
順
番
に
春

夏
秋
冬
の
風
景
が
あ
ら
わ
れ
る
…
」
こ
れ

は
何
と
い
う
お
話
で
し
ょ
う
か
？
「
み
る

な
の
く
ら
」「
う
ぐ
い
す
の
一
文
銭
」
で

は
な
い
そ
う
な
の
で
す
。
御
存
じ
の
方
は
、

ぜ
ひ
教
え
て
下
さ
い
。

（
お
く
だ

す
ず
み：

倉
敷
市
立
児
島
図
書
館
）

第５回 子ども室のレファレンス

倉敷市立児島図書館の巻

子ども室奮闘記 －総合学習と図書館－

奥田 鈴美
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情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
驚
異
的
な
発

達
は
、
図
書
館
に
お
い
て
も
サ
ー

ビ
ス
の
領
域
の
広
が
り
と
利
便
性
を
も

た
ら
し
、
利
用
者
の
増
加
を
促
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で

の
対
応
は
時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
一
利
用
者
が
「
動

作
は
鈍
く
な
っ
た
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

も
で
き
な
い
し
、
お
忙
し
そ
う
だ
か

ら
」
と
話
さ
れ
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、

昼
間
で
は
な
く
六
時
を
過
ぎ
て
来
館
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
面
で
ゆ

っ
く
り
と
話
さ
れ
な
が
ら
資
料
を
求
め

ら
れ
ま
す
。

社
会
は
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
交
通
機
関
や
建
物
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
割
に

情
報
伝
達
に
関
す
る
対
応
は
ま
だ
ま
だ

で
す
。

人
生
八
十
年
時
代
。
Ｉ
Ｔ
機
器
や
ス

ピ
ー
ド
に
馴
染
め
な
い
高
齢
者
の
人
達

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
館
、
バ
リ

ア
か
ら
一
歩
進
め
て
全
て
の
人
に
優
し

く
、
利
用
し
易
い
�
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
�

な
図
書
館
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

歳
を
と
っ
て
も
利
用
し
易
い
図
書
館

が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

（
い
わ
た

み
ち
こ：

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

昨
年
末
を
も
っ
て
、
図
書
館
の
仕
事

を
退
き
ま
し
た
。
思
え
ば
十
九
年
、

長
か
っ
た
よ
う
な
、
短
か
っ
た
よ
う
な
。

県
下
の
公
立
図
書
館
で
は
、
初
め
て

の
電
算
化
と
あ
っ
て
、
落
成
式
に
は
当

時
の
長
野
知
事
も
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
写
真
を
手
に
感
無
量
の
思
い
で

す
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
い
ろ
は
も
分
か
ら

ぬ
ま
ま
、
こ
こ
を
押
せ
ば
こ
う
な
る
式

の
勉
強
で
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を
し
た
の

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
あ
れ
か

ら
の
日
進
月
歩
の
機
械
化
に
は
目
を
見

張
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
便
利
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
で
す
が
、
下
手
を
す
る
と
キ
カ

イ
様
に
使
わ
れ
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
。
く
わ
ば
ら
、
く
わ
ば
ら
。

利
用
者
も
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
当

初
は
子
ど
も
や
女
性
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
い
つ
の
間
に
や
ら
男
性
も
増
え

て
、
政
治
・
経
済
の
本
も
増
え
て
、
す

べ
て
に
幅
が
で
き
、
嬉
し
い
事
で
し
た
。

増
え
た
と
い
え
ば
、
雑
誌
も
随
分
増

え
ま
し
た
。
今
で
は
常
連
さ
ん
が
、
い

い
雰
囲
気
で
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
く
つ
ろ

い
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
ん
な
図
書
館
が
好
き
で
し
た
。

本
に
囲
ま
れ
て
働
け
る
幸
せ
を
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
た
か
も
と

や
す
こ：

元
鴨
方
町
立
図
書
館
）

市
立
図
書
館
よ
り
新
見
公
立
短
期
大

学
図
書
館
に
移
動
し
て
も
う
す
ぐ

三
年
が
経
ち
ま
す
。

最
初
は
図
書
館
相
互
利
用
の
方
法
す

ら
解
ら
ず
、
他
大
学
の
司
書
の
方
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
大
学
に
き
て
初
め
て
体
験
し
た
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
、
今
年
の
四
月
よ
り
バ
ー
コ
ー

ド
に
よ
る
図
書
の
貸
出
・
返
却
が
出
来

る
よ
う
準
備
中
で
す
。

平
成
十
二
年
四
月
の
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

開
始
に
伴
い
図
書
館
業
務
の
電
算
化
を

計
画
し
た
訳
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
約
二

年
間
の
準
備
期
間
が
必
要
だ
っ
た
の
は
、

自
館
で
の
デ
ー
タ
入
力
や
バ
ー
コ
ー
ド

貼
り
と
い
う
作
業
が
思
っ
た
よ
り
大
変

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

か
つ
て
『
岡
山
の
と
し
ょ
か
ん
』
五

十
二
号
（
平
成
元
年
）
の
図
書
館
案
内

に
載
っ
た
「
図
書
館
電
算
化
シ
ス
テ

ム
」
と
か
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

い
う
縁
遠
い
言
葉
を
耳
に
し
な
が
ら
将

来
機
械
化
、
Ｏ
Ａ
化
さ
れ
る
日
も
近
い

事
を
期
待
し
つ
つ
…
と
の
文
面
を
見
て

い
る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
あ
い
み

ま
す
み：

新
見
公
立
短
期
大
学
図
書
館
）

当
館
で
は
、
現
在
シ
ス
テ
ム
化
導
入

の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
末
に
は
、
約
三
万
二
千
冊
の
図
書
を
、

図
書
委
員
と
共
に
表
紙
と
カ
バ
ー
を
糊

付
け
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
を
添
付
す
る
作
業
の
真
最

中
で
す
。
一
、
二
年
生
合
わ
せ
て
三
十

六
人
の
図
書
委
員
に
作
業
を
分
担
し
て

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
頃

は
、
期
日
ま
で
に
み
ん
な
ち
ゃ
ん
と
や

っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、

そ
ん
な
私
の
不
安
を
よ
そ
に
、
助
っ
人

に
自
分
の
友
達
を
呼
ぶ
な
ど
し
て
、
大

量
の
ノ
ル
マ
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
く

れ
ま
し
た
。

バ
ー
コ
ー
ド
貼
り
が
終
わ
れ
ば
、
次

は
い
よ
い
よ
遡
及
入
力
で
す
。
今
度
は

入
力
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
も
限
ら

れ
て
お
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
大
人
数

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
来
年
度
は

授
業
時
間
の
延
長
の
た
め
、
委
員
会
活

動
の
で
き
る
時
間
も
大
幅
に
少
な
く
な

り
ま
す
。

前
途
は
多
難
で
す
が
、
早
く
稼
動
に

こ
ぎ
つ
け
る
よ
う
、
図
書
委
員
と
共
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
皆

様
に
分
か
ら
な
い
こ
と
を
お
聞
き
す
る

な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
か
わ
い

ひ
ろ
こ：

県
立
一
宮
高
等
学
校
）

会員の声 １

会員の声 ２

会員の声 ３

会員の声 ４

近
ご
ろ
思
う
こ
と

岩
田

迪
子

名
残
は
つ
き
ね
ど
…

高
本

靖
子

岡
山
一
宮
高
校
図
書
館
の
シ
ス

テ
ム
化
に
つ
い
て

川
合

博
子

電
算
化
に
思
う
こ
と相

見

真
寿
美

（５） 岡山県図書館協会報



平
成
十
四
年
三
月
三
十
日

〒
七
〇
〇－

〇
八
一
四

岡
山
市
天
神
町
八－

五
四

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

岡
山
県
図
書
館
協
会

会
長

広

江

寿

彦

�
（
〇
八
六
）
二
二
四－

一
二
八
六

（
�内
二
四
五
）

ニ
ュ
ー
ス

★
日
産
岡
山
が
絵
本
を
寄
贈

岡
山
県
内

５０
図
書
館
へ

（
山
陽
０２
・
１
・
１１
）

★
玉
野
市
立
図
書
館

と
し
ょ
か
ん
ま
つ

り

親
子
ら
１
５
０
人
が
歓
声

１
月
１３

日
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

い
ろ

ん
な
紙
芝
居
楽
し
か
っ
た

（
山
陽
０２
・
１
・
１６
）

★
全
校
図
書
館
へ
新
聞
を

岡
山
県
Ｎ
Ｉ

Ｅ
推
進
協

県
教
育
長
に
要
望
書

（
山
陽
０２
・
１
・
１６
）

★
瀬
戸
町
立
図
書
館

利
用
者
の
利
便
性

向
上
を

増
改
築
始
ま
る

蔵
書
増
や
施

設
整
備

２
月
１
日
か
ら
休
館
４
月
オ
ー

プ
ン
目
指
す

（
山
陽
０２
・
１
・
１９
）

★
津
山
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

津
山
市
立

図
書
館
へ
５
万
円
を
贈
る

（
津
山
朝
日
０２
・
１
・
２３
）

★
早
島
で
１
８
０
人
参
加

子
ど
も
議
会

信
号
や
陸
橋
つ
く
っ
て

図
書
館
開
館
時

間
延
長
も

（
山
陽
０２
・
１
・
３１
）

★
愛
ら
し
さ
う
り
二
つ
「
ミ
ス
岡
山
」
と

「
ミ
ス
金
光
」
初
対
面

金
光
図
書
館
で

「
友
情
の
人
形
再
会
展
」

（
山
陽
０２
・
２
・
６
）

★
貸
し
出
し
１
万
冊
突
破

昨
秋
開
館
の

哲
西
町
図
書
館

哲
多
の
女
性
に
図
書
券

贈
る

（
山
陽
０２
・
２
・
１０
）

★
学
校
図
書
館
蔵
書

５
ヵ
年
で
４
千
万

冊
整
備
へ

文
部
科
学
、
総
務
省

（
毎
日
０１
・
１２
・
１１
）

日

誌

１
・
１３

岡
山
県
図
書
館
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設

２
・
６

岡
山
県
図
書
館
職
員
等
研
修
会

（
会
場：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

２
・
１３

岡
山
県
電
子
図
書
館
研
修
会

（
会
場：

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
）

２
・
２８

『
岡
山
県
図
書
館
便
覧
』
発
行

３
・
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
（
基

礎
編
）

（
会
場：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

３
・
７

第
三
回
企
画
委
員
会

（
会
場：

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

表

彰

当
協
会
会
員
で
、
子
ど
も
と
本
―
お
か

や
ま
―
代
表
犬
飼
明
子
氏
が
、
平
成
十
三

年
度
の
社
会
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
科

学
省
よ
り
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

犬
飼
氏
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、
子
ど
も
と

本
を
結
び
つ
け
る
様
々
な
活
動
に
精
力
的

に
取
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の

御
功
績
に
対
し
て
の
表
彰
で
、
十
一
月
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら

☆
平
成
十
四
年
度
全
国
研
究
集
会
等

全
国
大
会

１０
・
２３
〜
２５

群
馬
県
前
橋
市

整
理
部
門

９
・
１９
〜
２０

秋
田
県
秋
田
市

参
考
事
務
分
科
会

１０
・
１０
〜
１１

三
重
県
津
市

奉
仕
部
門

１０
・
１７
〜
１８

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

児
童
図
書
館
分
科
会

１１
・
１４
〜
１５

熊
本
県
熊
本
市

☆
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
の
作
成
に
む
け

て
、
各
図
書
館
・
施
設
の
十
年
間
の
活

動
を
年
表
と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
、
新
し
く
十
九

館
の
町
立
図
書
館
が
で
き
、
公
立
図
書

館
は
二
十
七
館
か
ら
四
十
六
館
と
な
り

ま
し
た
。
大
学
図
書
館
で
は
新
築
や
増

改
築
が
な
さ
れ
、
新
た
な
情
報
提
供
の

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
図
書
館
の
地
域
へ
の
開
放

が
進
み
、
公
共
図
書
館
と
大
学
図
書
館

の
連
携
は
一
層
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

年
表
を
通
し
て
こ
の
十
年
間
の
姿
が
見

え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
情
報
を
御

提
供
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
『
岡
山
県
図
書
館
便
覧
』
を
施
設
会
員

に
送
付
し
ま
し
た
。
相
互
協
力
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
。
新
年
度

か
ら
開
館
時
間
、
利
用
条
件
等
で
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

会
費
の
納
入
は
お
済
で
す
か

平
成
十
三
年
度
の
会
費
が
未
納
の
方
は

大
至
急
、
お
納
め
く
だ
さ
い
。

尚
、
平
成
十
四
年
度
の
会
費
額
は
今
年
度

と
同
額
で
す
。
個
人
会
費
�
九
〇
〇
円
、

施
設
会
費
Ａ
�
一
七
〇
〇
〇
円
、
Ｂ
�
一

一
〇
〇
〇
円
、
Ｃ
�
六
〇
〇
〇
円
、
Ｄ
�

三
〇
〇
〇
円
。

●
直
接
納
入
の
場
合

〒
７
０
３
�
８
２
３
５

岡
山
市
原
尾
島
３
�
２
�
２

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
分
室
内

岡
山
県
図
書
館
協
会
事
務
局

●
振
込
の
場
合

郵
便
振
替

口
座
番
号
０
１
３
７
０
�
９
�
９
５
９
５

加
入
者
名

岡
山
県
図
書
館
協
会

※
払
込
人
の
記
入
を
お
忘
れ
な
く
。

岡山県図書館協会報 （６）


